
　１．幅広い学問分野や知見に触れ、豊かな教養を身につけさせる。

　２．乳幼児期を中心とした子ども観や現在の子どもに関わる多様な社会的問題を理解するとともに、

　　　子どもの発達に関する専門的知識を身につけさせる。

　３．実習・演習を通して、幼稚園教諭や保育士としての総合的な実践力を習得させる。

　４．地域社会における保育･教育課題を理解するとともに、家庭支援や特別支援に関する知識･技術

　　　を習得させる。
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